「探偵 趣味」 第 四 号の 配達され た 日、 私 を 訪ねた 友人 

F は、 室に はいるな り、 

「もう 来た かね？」 といって、 机の 上に あった 雑誌 を、 

いきなり 取り上げて、 ぺ ー ジを 繰り 始めた。 彼 はこと 

し 三十 七 歳の 独身の 弁護士で ある。 

「その 十四 ぺ— ジを見 給え、 編集 当番の N さんが、 段 

梯子の 恐怖と いう こと を 書いて 居る から …… 」 

「え？」 と 彼 は 雑誌 を まるめ、 びっくりし たような 顔 

をして 私 を 見つめた。 

「何 だい、 馬鹿に 真面目な 顔に なった じ やない か、 … 

…僕 も かねて 段 梯子の 恐怖 を 取り扱った 小説 を 書いて 



見たい と 思って 居た の だが、 みしり、 みしり、 と 降り 

あしおと いさ さ 

て 来る 深夜の 足音な ど は、 聊か 材料が 古いから、 もつ 

と、 現実的な 恐怖 はない もの かと 思って 居 るんだ。 … 

…おや、 君 どうした？ 何 を そんなに ぼんやりして 居 

るんだ？」 

こう 言われて F ははつ と 我に 返ったら しかった。 

「いや、 実は、 段 梯子の 恐怖と 聞いて 一寸 思い当った 

ことがあ るの だ。 小説の 題材になる かならぬ か は 知ら 

ぬが、 ついで だから 話して 見よう か」 

これ は G 巿の話 だが ね？ 巿立 高等 女学校に S とい 



う 三十 越した 女 教師が あつたの だ。 姉妹 二人 暮 しで、 

早く 両親 を 失った ため、 妹よ リ 十二 も 年上な S さん は、 

母の 代りにな つて 妹 を 育て、 独身で 稼いで、 遂に 芽 出 

度く 女学校 を 卒業させる ことが 出来た の だ。 妹 は 姉 さ 

ん よりも 遥かに 美しかった ので 校長が 大 へん 力を入れ 

て、 お 知 耳さん を 捜し、 遂に 某 青年に 白羽の 矢が 立って、 

いよいよ 見 あいする 迄に 事が 進んだ の だ。 

青年 は 校長 夫人に 連れられて、 S さんの 家 をたず ね、 

すぐさま 二階へ 通された の だ。 先ず S さんが 来て 挨拶 

する、 それから 本人が お茶 を 運んで 来る、 双方 チラと 

いやい けない ね、 僕 は 描写が まずい から、 とに 角、 



けたそう だ。 

「ハ ハハ ハハ」 私 は 思わず 笑った。 

しかし F は 真面目 顔だった。 「君 も やっぱり 笑つ ち 

まった ね。 しかし だ。 その 娘が、 落ちた 拍子に 林檎 を 

力 力 

剝く ナイフの 先で 頰を 傷つけ、 それから 丹毒 症に 罹つ 

て 五日 目に 死に、 妹の 死んだ 晩に 姉さんが 縊死した と 

きいたら、 あまり 笑えないだろう」 

「え？ 本当 か？ なぜ 姉さん は 自殺した の だ？」 

「書 置がなかった から わからぬ が、 子の ように 育てた 

妹に 死なれた 悲哀の 結果 か、 或いは だね、 姉さんが 段 



梯子に 椿油で も 塗 つ て …… 」 

「まさか？」 

「そうでない かも 知れん さ、 そこ は、 君の 腕 次第で ど 

うにで も 書け る じ やない か？ 僕 はた だ 題材 を 提供し 

ただけ だ、 実は、 その 見 あい をした 青年と いうの が 僕 

自身で、 爾来 十 年、 僕 は、 段 梯子に 恐怖 を 感ずる ばか 

りか、 見 あいその ものに も 一 種の 恐怖 を 感ずる ように 

なった よ。 …… 」 

( 一 九 一 一六 年 二月 号) 
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